愛妻家の 一 例 
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「甘 さ」 とい ふ もの は 微塵 も 感じられず、 その代り、 泣 

いて ゐる 子供が ふと 玩具 を 見せられて 泣き止んだ 時の、 

云 は y あの ほっとす る やうな ものが 潜んで ゐる。 

天真爛漫 は、 彼に 於いて は、 まことに 痛切な 救 ひな 

ので ある。 そして、 彼 を その 状態に おき 得る もの は、 

天下に 細君 一 人な ので ある。 

彼のけ ち 臭い 自尊心、 蒼白い 懐疑、 燻ぶる 反抗 精神 

が、 彼女の 前で、 雲散霧消 する 現象 は、 まことに、 壮 

絶の 極みで ある。 尤も、 壮絶と いふ 言葉に 皮肉な 意味 

はない。 或 ひ は 悲壮と いふ 方が ぃゝ かもしれ ない。 事 

実、 私の 胸 は 涙で いっぱいになる ことがある。 



るの は、 これ は 読者の 当然な 権利で ある。 

聡明で、 聡明なる が 故に 単純で、 貞淑で、 貞淑なる 

が 故に コケットな 一 人の 女性 を考へ てみ る こと もで き 

る。 

再び 云 ふが、 結婚 後 十 年、 稀代の 拗ね者、 純 日本的 

照れ屋 ルナ アル をして、 野に 董を 摘まし め、 これ を 妻 

への 土産と せしめた もの は、 た、 V 単に、 孤独な 魂の 感 

傷に すぎな いで あらう か？ 

彼 は 結局、 妻の すがた を 次の やうに 描いた。 

—— パジィ へ 散歩。 私 は 林 を 抜ける、 感じの い、 道 



だ —— それから 私自身と。 が、 まだ 私自身の 方 は …… _ 

私 はよ く、 自分で 自分に 嫌悪の 蹙め面 をさせる ことが 

ある。 さう だ、 彼女 を 私 は 非常に 愛して ゐる。 しかも 

決して 私が 見損って ゐる わけで はない。 

恐らく、 彼女 は 私の ことが 不安に なって、 そして、 

自分で かう 云 ひき かせた の だら う 「自分 を 救 ふ 道 

はたった 一 つし かない。 あの人 を 絶対に 信頼す る こと 

だ。 さう すれば、 決して やり 損 ふこと はないだら う。 

知らないで 万 丁ゃリ 損っても、 あの人が 教 へて くれる 

だら う。 さう して 赦 して くれる だら う」 と。 

時々、 彼女が 子供た ち を 見守って ゐ ると、 実に 子供 



『日々 の 麵麵』 の 女 主人公 マルトに は、 たしかに 彼の 

祈願が 籠 めら れてゐ る。 

「 …… アルフレッド を 騙さう なんて 気 は、 毛頭 ありま 

せん わ。 それにしても、 決して 騙さない つて ことが 確 

かに わかって たら、 それやつ まりません わ、 あたくし 

…：- J 

これが 美しい 人妻 マルトの 言葉な ので ある。 夫の 友 

人で、 彼女 を 讃美す る 男に 対する 婉曲な 防禦で ある。 

彼女 はかう も 云 ふ —— 

「永久に 節操 を 守る なんてい ふ 誓 ひ を 立てた くないん 

です の。 真面目な 女で も、 あたくし は、 時として 自分 



の 抵抗力 を 疑 ふ 真面目な 女です わ …… 」 

作家 ルナ アルの 「女性」 は、 彼の 「言葉」 の 如く 陰 

翳に 富み、 男心の 隅々 まで を 知り 尽 して ゐる。 

妻 マリネットの 面影が、 その ま、 この マルトの 中に 

映って ゐ るか どうか は 疑問で ある。 恐らく、 本質的に 

別個な タイプの やうで あるが、 彼が 女性、 殊に、 「自分 

の 女」 に 求め、 望む もの は、 彼の エゴイズムと、 脆 さ 

に対する 趣味との 惨儋 たる 摩擦から 生ずる もので あつ 

て、 彼の 愛妻 心理 も 亦 尋常一様な もので はない にき ま 

つて ゐる。 (「婦人 公論」 昭和 十 年 十二月) 
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